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高頻度振動換気法 (HF 0)は、新生児領域におい

て従来の人工換気では換気が困難な例や、エアーリー

ク例に用いられ、その有効性が認められている。北米

で行われたH1 F 1スタディでは、頭蓋内出血やエア

ーリークの発生頻度の増加が指摘されたが、 1989年か

ら本邦で行われた多施設比較共同試験ではそれらを増

加させる可能性は否定され、安全性についても確認さ

れた。我々の施設でも、 1989年よりハミングバード B

MO-20Hおよびその後継機種であるハミングIIを

用いて、 HFOを施行してきたので、その臨床経験を

もとに、 ここではハミングHについてレポートする。

ハミングIIはハミングバードに比べ、臨床使用上以

下の3点で改善されている。まずハミングHには、ハ

ミングバードと同じリニアモーター駆動によるピスト

ン式HFOに、 time cycle pressure limit方式の

IMV機能が加えられている。これにより、スイッチ

の切り替えのみで、同一回路のままでHFOとIMV

の変更が可能となり、臨床使用上非常に使い易くなっ

た。特に、 HFOから離脱を試みる時には便利である。

ハミングHの呼吸回路の吸気側には、インピーダンス

バルブが組み込まれていて、これが換気モードの変更

と連動して動き、 HFO時には加湿器への振動吸収を

少なくし、 IMV時には回路抵抗を少なくするように

働しこれによって同一回路でも不都合なく、両モー

ドが使用できるようになった。

第2に、ハミングHでは振動を呼気側から加えるご

とにより、呼吸回路の径をすべて同じにしても、振動

効率を保てるようになった。これにより回路内の加湿

効率は、ハミングバードに比し明かに改善され、フィ

ッシャー・パイケルのデュアルサーボの加温加湿器で

も充分加湿されるようになった。しかし、 HFOモー

ドで使用中にローパスフィルター内に入った水滴が、

IMVに変更した際に、回路内に逆流してくる点は、

更に改良が必要と思われる。

第3に、本体がスリムになり、占有スペースが従来

のレスピレーターとほとんど変わらなくなり、狭いN

ICU内でも扱い易くなった。

最後に、当施設でのHFO臨床経験について述べて

みる。 1989年11月から1年6カ月間に、超未熟児7例、極

小未熟児3例を含む17例に、延べ21回のHFOを施行

した。 HFOの適応理由は、 CMVでは低酸素血症が

改善しなかった例が68%、最大吸気圧が高く圧損傷の

危険を回避する目的で使用した例が42%、高炭酸ガス

血症が37%、エアーリークが20%であった。 HFO開

始時のMAPは、 IMVのそれより平均で2cmHζO高い

圧を必要としたが、 a/AP02は平均で前のO.17から24時

間後には0.37へと改善した。炭酸ガス排濯に関しては

特に著効を示し、前の60mmHgから24時間後には39mmHg

と改善した。 HFOの施行中は IMVのMAPより高

いMAPで管理していても圧損傷の危険性はむしろ少

ないと我々は考えており、実際HFO施行中に発生し

たエアーリークは、気胸例の反対側に発生したl例の

みであった。

我々は、基本的にはHFOをIMVで管理が困難な

例に、レスキュー療法として施行しているが、以上の

如く、極めて有効との実感を得ている。
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